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水稲の高品質,省力安定栽培における窒素施肥法に関する研究
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1 は じ め に

近年,緩効性窒素肥料を用いた水稲の省力的施肥が試み

られている。このような施肥法では,単に省力をはかるだ

けではなく,高品質で安定した収量を確保するための窒素

吸収パターンを明らかにする必要がある。本報では,こ れ

まで実施した試験をもとに窒素吸収の類型化を行い,そ の

類型ごとに生育,収量及び安定性について検討した。

2 類型化 の方 法

山形県では,既に玄米収量65～ 70ルタ/α (サ サニシキ
,

全量 1等 ,内陸平坦)を 目標とした窒素吸収パターン及び

生育相を明らかにしている。その時期別窒素吸収量 (表 1)

に対する窒素吸収量の増減を,出穂前35日 にはば相当する

6月 311日 (前期),穂揃期 (中期),成熟期 (後期)で ,表
2のように区分した。これによって,窒素吸収パターンは

表 2 窒素吸収パターンの類型と収量

表 1 窒素吸収量の生育時期別指標(19%年 )(7/ィ
)

前中期 6類型,後期 3類型の組合せとなった。なお,解析

は1977～1979年及び1984～1988年 に実施した「ササニシキ

の窒素栄養診断に関する試験Jの 280事例を用いて行った。

3 結果及 び考察

0)窒素吸収パターンと収量

収量は前中期の類型が■,Ⅳ型で高く,Ⅱ型が平均645
ルタ/α ,Ⅳ型は618々9/α であった (表 2)。 その他の類

型では,平均収量が600た,/α 以下で収量の変動が大きかっ

た。また,■ ,IV型 では,後期の各類型にはぼ均―にサン

プル数が分布 した。これは,前期の窒素吸収量が指標並
,

あるいはマイナスであっても,中期で回復すれば後期はい
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ずれの類型もとり得ることを示している。しかし,Π -3,
IV-3型は倒伏程度が大きく,収量の変動係数が高かった。

このことから,収量が高く安定している類型はⅡ-2型 ,

Ⅳ-2型であった。

V,Ⅵ型は,倒伏 3以上の数が最も多く,サ ンプル数の

分布はV-1～ 3型がいずれも10以下で,Ⅵ型に偏ってお

り,特にⅥ-3型が多かった。これは,前期の窒素吸収量

が過大になれば,中期も過大になる傾向が強く,後期にお

いてもその傾向が持続 していることを示唆している。

前中期が 1型では, 1-1に 包含されるサンプル数が多

く,I型でも同様の傾向であった。前期の窒素吸収量が指

標に比べてマイナス～並の場合,中期が指標より低い窒素

吸収量であれば,成熟期においてもマイナスとなる可能性

が大きいことが考えられる。また,前期に比べて中期の窒

表 3 窒素吸収パターンと生育,施肥 (平均値 )

0)理想的な窒素吸収パターン

既に述べたようなことから,理想的な窒素吸収パターン

はⅡ-2型 ,Ⅳ -2型が考えられる。Ⅳ-2型は,指標に

示す標準的な生育である。一方, Ⅱ-2型は,IV-2型 に

比べて初期生育量が少ない生育である。そのため,中期以

降の窒素栄養は常に良好な状態に保つことが必要であり,

それが一穂もみ数や千粒重の増加につながっている。

今後,さ まざまな省力栽培を実施する場合,安定して60

素吸収量が低下するlll型 では,稲体の体質低下によると思

われる倒伏が認められた。 I-3型は倒伏がなく,平均 ,

最低収量が高く安定している。しかし,こ の類型は特定年

次に偏って出現することが認められた。

(2)窒素吸収パターンと生育

各類型の収量構成要素 (平均値)を表 3に 示した。Ⅳ型

に比べI型は短稗で穂数が少なく,vI型は長稗多穂数であっ

た。また,後期が 3の類型は,いずれも稗長が長く,も み

数が多い傾向であった。 I-3,■ -1～ 3型では,穂数

がやや少ないが,一穂粒数がやや多めの生育相であった。

6月 30日 のΠ型の生育は,草大41 lm,茎 数571本/″ ,

生育量23500m・ 本/7(平 均値)であり,同時期のIV型

(草丈504m,茎数753本/″ ,生育量38000m・ 本/″ )

と比べて草丈,茎数の少ない生育であった。

ルタ/α 以上の収量を確保し高品質であるには,こ の二つの

窒素吸収パターンのいずれかをとる必要がある。例えば
,

全量基肥一回施肥は,予め中期における肥料の溶出が一定

量見込まれるため,初期の生育を従来よりややおさえ気味

とするⅡ-2型の窒素吸収パターンがより適 している。栽

培の特徴を明確に把握 し,それに合った窒素吸収パターン

を選択することが必要である。
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